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国道３５７号 東京湾岸道路

羽田空港再拡張に向けて、
空港構内道路の渋滞が解消されました空港構内道路の渋滞が解消されました。

川崎国道事務所では、羽田空港再拡張事業により予想される交通需要の増大に対応するため、

空港関連利用車両と国道３５７号利用車両の混在による渋滞の緩和を目的に、首都高速湾岸線

「湾岸環八出口」から空港構内道路を経由せずに、国道３５７号へ直接接続できるランプの整備を

おこない、平成２２年３月２９日（月）に開通しました。

度 開通 後 空港構内道路 交通状 お知ら ます

①首都高速湾岸線「湾岸環八出口」利用車（5,506台/日）のうち、約６割（3,061台/日）
は接続ランプを利用し、空港構内道路を経由せずに、国道３５７号へ通行しています。
【６ヶ月後調査】

②そ 結果 空港構内道路 おける渋滞 発生は見られま ん た

この度、開通６ヶ月後の空港構内道路の交通状況についてお知らせします。

（別紙参照）②その結果、空港構内道路における渋滞の発生は見られませんでした。（別紙参照）

【新設】接続ランプ
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①首都高速湾岸線「湾岸環八出口」利用車（5,506台/日）のうち、約６割（3,061台/日）は
接続ランプを利用し、空港構内道路を経由せずに、国道３５７号へ通行しています。
【６ヶ月後調査】

②その結果、空港構内道路における渋滞の発生は見られませんでした。

開通前

■「湾岸環八出口」からの交通量
６ヶ月後調査：５，５０６台/日（１００％）
（３ヶ月後調査：５，０５７台/日（１００％））

■環八方面へ向かう交通量
６ヶ月後調査：５０５台/日（約９％）
（３ヶ月後調査：４５４台/日（約９％））

開通後

開通済み区間（接続ランプ） 約０．５ｋｍ

渋滞の発生は見られませんでした

■接続ランプ利用交通量（国道３５７方面）
６ヶ月後調査：３，０６１台/日（約５６％）
（３ヶ月後調査：２，８３５台/日（約５６％））

■空港構内道路利用交通量（空港方面）
６ヶ月後調査：１，９４０台/日（約３５％）
（３ヶ月後調査：１，７６８台/日（約３５％））

国道３５７号へ直接乗り換え可能

○３ヶ月後調査
平成２２年６月２３日（水）

○６ヶ月後調査
平成２２年９月２９日（水）

川崎国道事務所調べ

開通前
(H19年2月)

開通後
(H22年6月)

トレーラー等の大型車に
よる渋滞が発生

開通後は渋滞が見ら
れなくなりました。


